
 

 

2023 年 11 月 6 日（月）10:30～17:25 
九州大学 筑紫キャンパス 総合研究棟（C-CUBE）3F 
協賛:石油学会九州・沖縄支部、化学工学会九州支部、日本機械学会九州支部 
 

 
 

10:30～10:35 開会挨拶 西部支部・副支部⾧ 安武昭典 

口頭発表午前の部 1（座⾧:九州大学 工藤真二） 
10:35～10:55 O1 「アミン吸収液再生塔内における気液対向流の数値解析」  

（1 九州工業大学・2 名古屋大学）○田代元太郎 1, 鳥羽晃嘉 1,  上原友輔 2，町田洋 2，則
永行庸 2, 齋藤泰洋 1 

10:55～11:15 O2 「鉄系触媒を用いた CO2 の直接水素化による液相炭化水素合成」 
（北九州市立大学）○安村響生, 朝見賢二 

口頭発表午前の部 2（座⾧:広島大学 宮岡裕樹） 
11:15～11:35 O3 「ハイドレート被膜を有するメタン気泡の水中運動特性の分析」  
  （九州大学）○竹ノ内剛, 中島大輝, 廣瀬智陽子, 甲斐玲央, 渡邊裕章 
11:35～11:55 O4  「Performance of Mn/CeO2 Catalyst for Low Temperature Oxidative Coupling of Methane」 

（北九州市立大学）○エレングスティアシフ，大﨑莉子，朝見賢二 

11:55～13:00 昼休み（西部支部幹事会） 

13:00～13:50 P1～P9 ポスター発表 

13:50～13:55 休憩 

口頭発表午後の部 1（座⾧:九州大学 渡邊裕章） 
13:55～14:15 O5 「活性炭担持鉄触媒を用いた液相 FT 合成」 
  （北九州市立大学）○森荘太, 朝見賢二 
14:15～14:35 O6 「助触媒を添加した Ni 系ハイブリット触媒による CO2 のアンモニアメタネーション」  

（広島大学）○砂本礼志, 斉間等, 宮岡裕樹, 市川貴之 
14:35～14:55 O7 「微粉触媒充填層での水素化反応加速効果に関する検討」  

（1 九州大学・2 産業技術総合研究所・3 東京大学）○松下瑞希 1, 浅野周作 1, 宮村浩之 2, 
工藤真二 1, 小林修 3, 林潤一郎 1 

14:55～15:10 休憩 

口頭発表午後の部 2（座⾧:北九州市立大学 朝見賢二） 
15:10～15:30 O8 「Potassium-Catalyzed Low Temperature CO2/O2 Gasification of Biomass: 

Complete Conversion of Pyrolytic Char and Tar」 
（九州大学）○Hao Sun, U.P.M. Ashik, Guanyu Hu, Shinji Kudo, Shusaku Asano, 
Jun-ichiro Hayashi  

15:30～15:50 O9 「石炭及び石灰を使用しないアンモニウム塩製鉄」  
（福岡工業大学）○鶴裕功, 糸山依吹, 久保裕也 

15:50～16:10 O10 「メタン分解の水素生成反応における触媒としての鉄粉の挙動」  
（広島大学）○藤岡裕真, 宮岡裕樹, 市川貴之, 斉間等 

特別講演（座⾧:広島大学 斉間等） 
16:10～17:10 「資源・エネルギー・環境論」 日本エネルギー学会・会⾧ 成瀬一郎 

17:10～17:25 優秀賞表彰式・総括 西部支部・支部⾧ 斉間等 
  

日 本 エ ネ ル ギ ー 学 会 西 部 支 部  

第 7 回学生・若手研究者発表会  プログラム  



ポスター発表 
P1 「SiO2-PVA メソポーラス体を前駆体とした省エネルギー型シリカガラス製造プロセスに関する研究」  
 （九州大学）○田中愛夢, 吉村圭礼, 藤野茂 

P2 「CO2 の直接水素化による C3, C4 炭化水素合成における鉄銅触媒の有効性と反応条件の検討」  
 （北九州市立大学）○細谷祐馬, 朝見賢二 

P3 「エタノール/水中での籾殻成分分離における溶剤比率の影響」  
 （九州大学）○石田慎之介, 工藤真二, 浅野周作, 林潤一郎 

P4 「Reaction mechanism and clean fuel conversion in pyrolysis and oxidation of dimethyl ether 
(DME): A ReaxFF molecular dynamics study」  

 （九州大学）○Yu Yang, Reo Kai, Hiroaki Watanabe 

P5 「固体酸化物形燃料電池の燃料極材料でのメタン乾式改質」 
 （鹿児島大学）○武富悠真, 鮫島宗一郎 

P6 「Ru 系複合触媒を用いた CO2 からのアンモニアメタネーションにおける反応条件の調査」  
 （広島大学）○今村壮甫, 砂本礼志, 宮岡裕樹, 市川貴之, 斉間等 

P7 「無水糖を還元剤および炭素源とする CO2 アルカリ水熱還元によるギ酸製造」  
 （九州大学）○溝口莉功, 工藤真二, 浅野周作, 林潤一郎 

P8 「油脂を用いたバイオディーゼル製造における油種の影響」  
 （1 北九州市立大学・2 環境エネルギー・3HiBD 研究所）○清藤尚太 1, 朝見賢二 1, 谷春樹 2, 村上弥生 3, 藤元薫 3 

P9 「ジェット燃料粗油製造における触媒の劣化挙動」  
 （1 北九州市立大学・2HiBD 研究所・3 環境エネルギー）○佐野凌大 1, 朝見賢二 1, 藤元薫 2, 村上弥生 2, 谷春樹 3 

発表方法 
口頭発表:持ち時間は 20 分（発表 15 分，質疑応答 4 分（交代時間 1 分））とします。発表者各自の PC を用いて

PowerPoint 等で発表してください。待ち時間等に接続確認することを推奨します。ポインターは学会から用意しま
す。発表者から見える位置にタイマーを用意します。 

ポスター発表:発表会当日に指定する場所（口頭発表会場近くの予定）に A0 サイズまで掲示可能なポスター掲示板を用
意します。ポスター発表の時間（13 時）までに掲示してください。掲示に必要な画鋲等は学会から用意します。
13 時～13 時 50 分までの間は可能な限りポスター前に立ち質疑に応えてください。 

アクセス 
九州大学 筑紫キャンパス 総合研究棟（C-CUBE） 301～303 号室 
（〒816-8580 福岡県春日市春日公園 6-1） 
キャンパス入口まで JR 大野城駅より徒歩 1 分、西鉄白木原駅より徒歩 9 分 （キャンパス入口から会場まで 5 分程度） 

 


